
会社は今こそ社員の悲鳴を聞くべきだ！
熱中症？で運転士、車掌が相次ぎ病院へ搬送

まさに異常事態ではないか

５月２５日に発生した乗務員の相次ぐ体調不良は、会社のいびつな社員管理の実体を

世間にさらしたといえます。まず会社はここ数年の異常な暑さを乗り切る対策を一切し

ていません。

また、私たち労働組合の声を一切聞こうとせず、現場で働く多くの社員が夏期におけ

るノーネクタイを希望しているにもかかわらず、耳を傾けることはありませんでした。

多くの私鉄は開襟シャツ、ノーネクタイなど酷暑を乗り切るための対策をしていること

を見ても、世間の流れとは逆行しているといえます。

なぜ、こんなにかたくなに社員の声を無視しているのでしょうか。一部経営者の異常

なまでの社員管理が影響していると噂されていますが、ここまでくると巷ではＪＲ東海

はまるで軍隊とまで言われています。経営陣はこういった声も聞こえないのでしょうか。

乗務員の体調不良は
会社の労務管理の結果だ

本人の体調は本人にしかわからないにも

かかわらず、会社の指示をうけて水分を補

給なんてばかげていませんか。ましてや水

分の補給は症状が出始めてからは手遅れと

いわれています。暑ければ上着をぬぐ、の

どが渇けば水を飲む、きわめて常識的では

ないでしょうか。

さらに暑くなる夏本番迎え､
会社は第２第３の犠牲者を
だすな！

ＪＲ東海労なごや
２０１５年６月１日 Ｎｏ.１０３９

Ｊ Ｒ東海労名古屋地方本部
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